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 The standardization of clothing size of the present JIS is looked at again by the MITT. 

The present paper deals with the difference between the present JIS and the young adult 

women's body measurements, and reports what the clothing size establishment should be 

in the future. The subjects of 1634 young women from 18 to 22 years of age are 

measured. The measured items are stature, bust girth, waist girth, hip girth, posterior 

sholder point width, crotch height, weight, bust girth/waist girth, hip girth/waist girth, 

body mass index. The statistical analysis is applied to 10 measurements on the body size, 

piched out the characteristics of the each items. The results and the comments are as 
follows :1) There is a difference of the body measurements between this study and the 

present JIS. 2) Stature shows the increase of 2 centimeter in the average. 3) The young 

adult women's proportion switches over to the lower body type. 4) The special regard 

will be paid to the difference of age. 5) The present JIS needs to be reexamined as soon 

as possible. Further examination using non-contact 3D measurement is required to be 

conducted to not only the body size but also the difference of figure.

 通商産業省工業技術 院に より現行JISの 衣料サイズが見直 されてい る.よ って,本 研 究 は現行JISと

若年女子の身体計測値 との差異 をとらえ,衣 料サイズ設定 の在 り方 につ いて検討 を行った.被 験者 は

18～22歳 の若年 女子1,634名 であ る.計 測項 目は身長,バ ス ト,ウ エス ト,ヒ ップ,背 肩 幅,股 下

高,体 重,バ ス ト/ウエ ス ト,ヒ ップ/ウ エス ト,BMIで あ る.身 体寸法10項 目で統計処理 を行い,各

項 目の特性 をとらえた.結 果は以下の とお りであ る.1)現 行JISと の間にずれ を生 じている.2)身

長 は平均値 で2cm高 くなってい る.3)若 年女子 のプ ロポー ションは下半 身型 に移 行 してい る.4)

JISサ イズ は幅広 い年代 に利用 され るため設計 に際 しては年代 差が特 に考慮 され なけれ ばな らない.

5)現 行JISは 早 急 に再検討す る必要が ある.非 接触三次元計測 の進 歩に よ りサ イズだけでな く体型差

について も,さ らなる検討 が必 要 といえよ う.

(キー ワー ド:JIS衣 料 サイズ,身 長区分,サ イズバ ランス,体 型特性)

1.緒 言

 通商産業省工業技術院は,現 行JIS衣 料 サイズの不

適合性を考慮 して1992年 か ら(社)人間生活工学研究 セ

ンター(以 下HQLと 省 略する)に よ り行われた人体計

測 データを元に見直 しを開始 した.ま ず成人男子用

(JIS L 4004)衣 料 サイズ表示の改訂が行われ,1996年

6月 か ら適用される運 び とな った.次 に成人女子用

(JIS L 4005)衣 料 サイズについて も改訂が進んでい
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る.

しか し,不 特定多数の被験全者を集め,身 体計測デー

タを採取する場合,若 年女性にあっては周径は平均値

か ら細身,身 長は高めのいわば自己の身体 に自信のあ

る集団にな りやす く,現 実の若年女性の身体寸法の分

布状態 とは偏 りのある場合 も予想 され る.ア パ レルメ

ーカーが被験者を募集する場合 もその応募者は同様の

傾向を示す.

この ことは不特定多数 を対象 に制定 されているJIS

サ イズなどの場合,も っとサイズ的にも形態的に も幅

広い正確な無作為集団のデータを検討すべ きといえよ

う.

本研究は日本人間工学会衣服部会のスタッフが,教

育の一環 として採取 した身体計測データを用い,若 年

女子のサイズ,体 型 を衣服設計の視点 より分析 し,現

行JISと の差異 をとらえ,今 後の衣料サイズ設定の在

り方について検討を行った.

2. 研 究 方 法

計測期間 は平成4年 から平成7年 である.被 験全者は

若年女子(18～22歳)で,東 京地 区977名,中 部地 区

341名,関 西地区316名 の計1,634名 で ある.被 験者の

計測時の状態は,ブ ラジャー とガー ドル とを着用 して

いる.

計測項 目は,JISに お ける基本身体寸法である身長,

バ ス ト,ウ エス ト,ヒ ップ,背 肩幅 と股下高,体 重の

7項 目である.

計 測方法は,マ ルチン式計測法 に準拠 し,実 測値 を

採取 した.

解 析方法は,実 測値7項 目のほかに,身 体のサイズ

バランスをとらえるためにバス ト/ウエス ト,ヒ ップ/

ウ エス トを計算 し,ま た肥 満度 の指標 で あ るBMI

(Body Mass Index:体 重kg/身 長m2)の3項 目を追

加 し,計10項 目について統計処理 を行 い,さ らにヒス

トグラムおよび相関図 を作成 し若年女子のサイズおよ

び体型特性 について とらえた.

3. 結 果 お よ び 考 察

地区ごとのデータの平均値の有意差検定 を行った と

ころ,有 意 な差 は認 められなかった.

今 回の被験者 は,若 年女子1,634名 で あるが,す で

に公表 されている若年女子の身体計測データで,デ ー

タ数が1,000以 上 のものは,現 行JISL4005-1985と

HQLの デ ータのみで ある.こ れ らの既存 データの被

験者の着装状態 は,現 行JISは ス リップ着用,HQLは

計測着着用であり,本 研究 においては外衣設計 のため

の計測であるためブラジャー とガー ドルを着用してい

る.

また被験者の年齢 も現行JISは16～19歳(こ のデー

タがMサ イズの身長,バ ス トの基準値 となっている),

HQLは18～24歳 と本研究の被験者 と近い また は重

なる年齢層であり,全 く同じ年齢 区分ではない.し か

し,前 述の ごとく公表 されたデータ数1,000を 越 える

ものが他 にないため着装状態,年 齢区分のずれな どを

承知の上,や む得 えず比較 を行った.

表1に10項 目の計測項目の基礎統計結果 を,表2に

は,現 行JIS「 成 人女子用衣料のサイズJIS L 4005-

1985」1)の も とになった体格調査結果の うち成人女子

16～19歳 の平均値 と,1992～94年 度 にHQLが 行 った

計測 で公表 されてい る2)18～24歳 の平均値 との有意

差検定結果 を示す.

表1よ り,体 重 は変動係数が12.27と 高 くばらつ き

があり,個 体差 の大きい項目であることがわか る.表

2か らは,本 研究 と現行JISの 元 になった若年層の平

均値間に危険率1%で 有意な差が認 められ,身 長の平

均値 では本研究 の158.46cmは,現 行JISの156.36

cmに 比 べ2.1cm高 くなっている.バ ス トは本研究の

被験 者の ほ うが2.2cm増 加 してい る.ウ エ ス トは

0.43cm,ヒ ップは2.03cm,背 肩幅 は0.15cmそ れ ぞ

れ大き くなってお り,現 行JISに 比 べ以上の5項 目す

べてについてサイズは大 きくなっていることがわかる.

また,HQLよ り公表 されている平均値 との有意差

検定結果 をみると,身 長,バ ス ト,背 肩幅においては

本研究の被験者のほうが有意に大き く,ウ エス ト,ヒ

ップ,体 重,BMIに お いては小 さい値 となっている.

よって本研究の被験全者は,身 長が高 くウエス トが細 く,

バ ス ト,ヒ ップの大 きい体型であるといえる.

なお,比 較 している計測項目で着装状態 による差異

が考 えられるのはバス トとヒップであるが,と もに本

研究のデータのほうが優位 を示 しているため,着 装の

影響 は考慮せずに比較検討 を行った.

表3に10項 目間の相関マ トリックスを示す.

これをみると,身 長 と股下高の高径項目どおしや,

周径項 目 と太 り具合 を示す体重やBMIと の相関が高

いことがわかる.

一 方相関が低 いのは身長 と周径項目
,股 下高 と周径

項 目であり,背 肩幅 は他の項 目との相関係数が0.42以

下 と低い.

背肩幅 と身長 との相関係数 は0.392で あ り,身 長が

高 くなるに従い背肩幅 も変動するわけではな く,あ る

一.定範囲内でおさまることがわかる
.ま た他のいずれ

の項 目とも相関は低いため,他 の項 目からの割 り出 し
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表1 計測項目基礎統計量

Tab. 1 The measure items and the basic statistics.

表2 平均値の有意差検定結果

Tab. 2 The results of the test in significance 

     of mean.

は不可能 といえ,計 測 されなければならない項 目とい

える.

 図1に 現行JISの 身長区分に今回の計測 データをあ

てはめた ときのヒス トグラムを示す.

 148cm:P (Petit)に あ たるのは,全 体 の9.9%,

156cm:R(Regular)は,51.7%,164 cm:T(Tall)

は,35.3%で あ り,点 線で示 した正規分布の表示 より

ずれてお り,現 在の若年女子にこのサイズ設定では問

題があるといえよう.

 図2に は身長1cmご との出現数 と出現率 を示す.

な お図中 に入れた線 は標準偏差 を もとに設定 した5

cmピ ッチ と,6cmピ ッチおよび現行JISの 身 長のピ

ッ チ で あ る8cmピ ッ チ に お け る 区 分 を 示 す.

今 回 の 身 長 の 平 均 値 よ り,Rを158cmと し,5cmピ

ッ チ(標 準 偏 差5.03よ り)で5つ に 区分 し た 場 合 の 出

現 率 を み る と,148(145.5～150.5cm)の ゾ ー ン に88

人(5.4%),P:153(150.5～155.5cm)の ゾ ー ン に

361人(22.1%),R:158(155.5～160.5cm)は こ624

人(38.2%),T:163(160.5～165.5cm)に408人

(25.0%),168(165.5～170.5cm)に130人(8.0%)

で あ る.P・R・Tの 現 行3サ イ ズ 区 分 に こだ わ らず,

年 代 差 を考 慮 に 入 れ る と,も っ と も設 計 し や す い 身 長

区 分 とい え る.P・R・T合 わ せ て85.3%の 出 現 率 で

あ る.

同 じ くRを158cmと し,6cmご と にPを152cm,

Tを164cmと し,5つ に 区 分 し た と き の 出 現 率 は,

146(143～149cm)の ゾ ー ン に47人(2.9%),P:

152(149～155cm)に352人(21.5%),R:

158(155～161cm)に は732人(44.8%),T:

164(161～167cm)に は410人(25.1%),170(167～173

cm)に は91(5.6%)と な り,P・R・T合 わ せ て91.4

%の 出 現 率 で あ る.

さ ら にRを158cmと し,現 行JISの 身 長 区 分 の8

cmご と に5つ に 区 分 し た と き の 出 現 率 は

142(138～146cm)の ゾ ー ン に9人(0.6%),P:

150(146～154cm)に は279人(17.0%),R:

158(154～162cm)に は947人(58.0%),T:

166(162～170cm)に は376人(23.0%),174(170～178

cm)が23人(1.4%)で あ り,P・R・Tの3区 分 で

98.0%の 出 現 率 とな っ て い る.

身 長 を3サ イ ズ と規 定 す れ ば8cm間 隔 で はP・R・

T合 わ せ て98.0%と カ バ ー 率 は 高 い.こ れ に比 し,6
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表3 測定項目間の相関マ トリックス

Tab. 3 The correlations between each dimension.

図1 現行JISの 区分による身長のヒストグラム

Fig. 1 The histogram of stature based on the present JIS.

図2 1cmご との身長のヒス トグラム

Fig. 2 The histogram of stature. (1cm unit)
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cm間 隔ではP・R・T合 わせて91.4%,5cm間 隔 で

はP・R・T合 わせて85.3%と カバー率 は下がる.

一 見
,R:158で8cm間 隔 のカバー率 は高 く,有 効

利用が可能のごとく思われ るが,Rで154～162cmの

間 をカバー しなければならず,1表 示で含む集団が多

いゆえにかえってサイズ的に不適合を生 じる可能性が

高いことが予測される.特 に身長 と背肩幅 との相関は

0.392,ま た周径項 目のバス トとの相関は0.194,と 低

い.こ のため非常に設計 しに くい身長区分 といえる.

一 方
,身 長 の平均値158cmと 標 準偏差5cmを 用

い,身 長を5サ イズにすると中央の3サ イズのカバー

率 は85.3%で あ るが,上 ・下2サ イズをお くことによ

り,設 計 しやす く,ま たユーザーにとって も適切 な身

長区分 といえる.

しかし既製衣料 において,な るべ く少ないサイズで

カバ ー率を高 く,か つ設計 しやすい妥協点を考えると

R:158で,6cm間 隔がある.P・R・T合 わせて91.4

%の 出 現率であるが,他 項 目とのバランスを考えると

8cm間 隔 よ り,設 計 しやすいし,ま た適合 させやすい

区分 といえる.

ただ し,こ の区分で は比較的出現率の高い168cm

(2.63%)が 抜 け,ま た中高年層に出現する と思われる

148cmが 抜 ける.こ の点を考慮 してR:158cmでR

の範囲は6cmと し,PとTの 範囲 を7cmと したとき

の出現率を図2右 端 に示す.Pは148～155cm,Tが

161～168cmを カバー し,P・R・T合 わせて95.1%を

カバーすることになる.サ イズ ピッチを 一定 にす るこ

とにこだわ らなければ,も っ ともよい身長区分 といえ

よう.

図3 現行JISの 区分によるバス トのヒス トグラム

Fig. 3 The histogram of bust girth based on the 

    present JIS.

図4 現行JISの 区分によるウエストのヒストグラム

Fig. 4 The histogram of waist girth based on the 

    present JIS.

JISサ イ ズの規格はメーカーお よびユーザーの双方

にとって利用 しやすい ものであることが重要であろう.

た とえば身長の区分 を6cmピ ッチ としたほうが設計

者にとって もユーザーにとって も衣服の適合度 は上が

ると思われるが,現 在の特 にR(レ ギュラー)が 主体

でPやTの サイズの生産量の少なさを考慮 にいれると

R:158cmの8cmピ ッチで もいた しかたないと考 え

られ る.

図3～5は バ ス ト,ウ エス ト,ヒ ップについて現行

JISの 区分 に今回の計測 データをあてはめた ものであ

る.

サ イズ ピッチについては現行の ままで良い と思われ

るが,フ ィッ ト性の異なる衣服 においてどのサイズに

ついて製品化するかは慎重な検討が必要 といえよう.

現行JISで はバス トとヒップの平均的なバ ランスを

A体 型 とし,バ ス トに対 してヒップが小 さい体型 をY

とし,ヒ ップが大きい体型をBと 規定 している.

図6は,バ ス トとヒップの散布図の上に現行JISの

A,B,Y体 型 の枠 をのせたものである.A,B,Y体

型 の枠からはずれた ところをみる と,よ りヒップのほ

うが大 きいタイプ と,バ ス トとヒップがほぼ同寸のタ

イプが出現 していることがわか り,さ らに現行のサイ

ズ設定よ りバス ト,ヒ ップ ともに大 きいサイズを示す

集団があ り,バ ス トとヒップでの2元 表示 については

サイズ設定を増やす必要があるといえよう.

図7に 体型特性 を示すバ ス ト/ウエス ト,ヒ ップ/ウ

エス トのデータからの散布図を示す.

ウエス トに対す るバス トとヒップのバランスより,

図5 現行JISの 区分によるヒップのヒス トグラム

Fig. 5 The histogram of hip girth based on the pres-
    ent JIS.
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図6 バ ス トーヒップ の散 布 図

Fig. 6 The scattergram of bust girth-hip girth.

図7 バ ス ト/ウ エ ス トーヒップ/ウ エ ス トの散 布 図

Fig. 7 The scattergram of bust/waist-hip/waist.

上半身型か下半身型,あ るいはずん胴タイプか くびれ

タイプかに分 けることができ,分 布状態をみると本研

究の被験者 はバ ス トに対 しヒップが大 きめの下半身型

ではある(表1に 示す ようにバス ト/ウエス ト:1.33,

ヒ ップ/ウ エス ト:1.44)が,バ ランスのとれたウエス

トの締 まった体型であ ることがわかる.

図8に スカー ト,ズ ボン,ガ ー ドルのサイズ表示の

基本 となるウエス トとヒップの散布図 を示す.

図 中の四角は,現 行JISに 設定 されている範囲であ

る.JISの 範囲外の出現率は30.15%で あ り,全 体的に

ウエス トが小 さくヒップの大 きい被験者が多い ことが

わか り,下 半身型が多 くなった といえよう.

よって,現 行JISで は ウエス トに対するヒップの設

定が小 さめで,ウ エス トとヒップのバランスが現在の
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図8 ウエス トーヒップの散布図

Fig. 8 The scattergram of waist girth-hip girth.

図9 身長-バ ストの散布図

Fig.9 The scattergram of stature-bust girth.

若年女子 には適 していないことがわか る.し たがって,

サ イズ ピッチ は変えな くて もRegularの サ イズ をど

こに設定 し,ウ エス トとヒップのバ ランスを どう設定

するかが今後の重要な問題である.

図9に は全身お よび上半身衣料のサイズ設定に関わ

る身長 とバス トの散布図を示す.相 関係数0.194で 非

常に低 く,分 布状態は楕円形 となっている.図 中の枠

は現行JISの 身長P・R・Tと バス トの範 囲表示を示 し

ている.サ イズ展開 としては,右 上が りや右下が りで

はな く,四 角形か円形で展開され るべ きであ り,あ る
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身長に対 してさまざまなバス トサイズの人がいるので,

多 くのバス トサイズ設定が必要 といえよう.

4. ま と め

本研究においてはJISサ イズ規格およびサイズ表示

のもとになっている身長,バ ス ト,ウ エス ト,ヒ ップ,

背 肩幅,股 下高 と体重,BMI,バ ス ト/ウエス ト,ヒ ッ

プ/ウ エス トの10項 目について若 年女子18～22歳,

1,634名 の身体計測データを もとにサイズ設定 につい

て検討 を行った.

そ の結果,現 行JISサ イ ズよりずれを生 じている項

目が多 く,身 長 は平均値で2cm増 加 し,よ り下半身型

の体型へ移行 していることが確認 でき,JISサ イ ズの

見直 しは早急になされなければならない ことがわかっ

た.

ただ し,こ こで検討 した ものはすべて大 きさに関す

る項 目と現行JISに お けるバス トとヒップのバ ランス

関係 よりとらえられ る体型 区分に関 してのみである.

本来衣服は,身 体を入れる大きさを提供するのみで

なく,安 全で着用感の良い着用者に適合した衣服であ

るべきであろう.三 次元計測が実施された現在におい

ては人体をサイズとしてのみでなく,形 態としてとら

えなければならないし,平 均値をもとに人台を作成し

ても,そ こに体型特性を出すことは難しく,形 状とし

ての区分が必要不可欠であろう.

また今回は若年女子のデータのみであるが,こ のデ
ータを基礎に加齢に伴う変化を加えることにより中年

層までの衣服設計への応用は可能である.し かし,形

態的変化の著しい高齢者の衣服設計にはサイズのみで

なく形態差を表出させる身体計測項目の選定やデータ

の検討が必要といえる.
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